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節分とは・・・
せつぶん

「節分」とは、「季節の区切りめ」ということで、もともとは一年に４回ありまし
せつぶん きせつ く ぎ いちねん かい

た。立春（２月始めごろ）、立夏（５月始めごろ）、立秋（８月始めごろ）、立冬（１
りっしゅん がつはじ りっか がつはじ りっしゅう がつはじ りっとう

１月始めごろ）の前の日がすべて節分でした。今では、立春の前日だけを指すもの
がつはじ まえ ひ せつぶん いま りっしゅん ぜんじつ さ

となりました。これは、旧暦では、立春が新しい年の始まりとされていたからです。
きゅうれき りっしゅん あたら とし はじ

（今年の節分は、２月２日です。）
ことし せつぶん がつふつか

節分にこめられた想い
せつぶん おも

節分には、「鬼は外、福は内」と声をかけながら豆
せつぶん おに そと ふく うち こえ まめ

をまきます。昔の人は、病気や火事・地震などのわ
むかし ひと びょうき か じ じしん

ざわいを鬼がもってくると信じていました。豆をまい
おに しん まめ

て鬼が家の中に入って来ないようにすると、家族が 健
おに いえ なか はい こ かぞ く

で悪いことが起こらないと考 えたのです。
わる お かんが

また、鬼がいやがって家に入ってこないように、 柊 の枝に
おに いえ はい ひいらぎ えだ

焼いたイワシの頭をさして、家の入口につるしておくという
や あたま いえ いりぐち

地方もあります。
ちほう

長崎では、鬼の腕に似ている「紅大根」を食べたり、縁起を
ながさき おに うで に あかだいこん た えんぎ

担いで「金頭」という魚を食べたりします。
かつ かながしら さかな た

今日の給 食は、「節分」にちなんで、「イワシのかば焼き」と「節分豆」です。み
きょう きゅうしょく せつぶん や せつぶんまめ

なさんも、鬼を追い払い、健康に過ごしましょう。
おに お はら けんこう す

大村市小学校給食センター

節分について知ろう
せつぶん し
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